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現代思潮新社版（第四刷、2023年）の復刻です。

中島智 著

ISBN978-4-911530-03-0 C0039 ￥3500E

定
価

（
本
体
３
５
０
０
円
＋
税
）

ご担当者名

アトリエ花粉館

哲学・思想／芸術／人類学 ご担当者 様　11月中旬取次搬入予定

ご注文はJRCへ　FAX 03-3294-2177
アトリエ花粉館 電話0848-44-2436

広島県尾道市向東町37-2
ＪＲＣ経由ですべての取次への出荷が可能です。
返品は長期にお受けいたします（返品条件付注文扱い）。［了解者 JRC 宮尾］

【類書・関連書】

Ｃ.レヴィ =ストロース『悲しき熱帯』（中公クラシックス、2001年）

真木悠介『気流の鳴る音』（ちくま学芸文庫、2003年）

岡本太郎『沖縄文化論　忘れられた日本』（中公文庫、1996年）

Ｇ.バタイユ『エロティシズム』（ちくま学芸文庫、2004年）

シャーマニズムの世界の体験と芸術創造の
秘密を思索する。
人間の「個」の精神世界の語り得ぬ深奥──人間の
内なる「野性」の発見。
アフリカのセヌフォ族や中国雲南省ナシ族との共同
生活、沖縄やスペインそして日本各地での十数年にわ
たるフィールドワークをとおして得た貴重な体験──
文字化されない人間のエッセンス──を言語化するこ
とができた初めての書。シャーマニズム的世界とアー
トに共通して認められる「創造空間」に言及した研究
書。「野性の論理」と「愛の論理」を、透徹した優し
い眼差しで、美術にたずさわるすべての人々に、自分
探しに悩む若者に贈る！
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